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人人権権にに関関すするる市市民民意意識識調調査査  
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１１．．調調査査概概要要  

 

（（１１））  調調査査目目的的  

  

 宇和島市では、互いの人権が尊重される社会づくりをめざし、あらゆる差別や偏見を解消する

ためにさまざまな取組を進めており、本調査は、住民の皆さんが、日ごろ感じていることを今後

の人権施策に役立てるために実施しました。 

 

 

（（２２））  調調査査概概要要  

 

①①  調調査査事事業業のの名名称称  

 下記の調査について実施しました。 

  「人権に関する市民意識調査」 

 

②②  調調査査事事項項  

■人権問題に関する意識や考え方について   

■女性の人権問題について    

■子どもの人権問題について    

■高齢者の人権問題について    

■障がいのある人の人権問題について   

■同和問題について     

■外国人の人権問題について    

■感染症患者などの人権問題について   

■インターネット上の人権侵害について   

■災害・事故などによる風評被害の人権問題について  

■宇和島市の人権教育・啓発について   

 

 

③③  調調査査方方法法・・調調査査時時期期  

 

調査票 調査対象者 調査対象人数 調査方法 調査時期 

人権に関する 

市民意識調査 

市内在住の 20 歳以上の方

で無作為抽出にて選出の方 

2,000 人 

郵 送 に て 

配布・回収 

平成 24 年９月 
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（（３３））  配配布布・・回回収収結結果果  

  

  

  配布部数 回収部数 回収率 

人権に関する市民意識調査 2,000  1,042  52.1% 

 

 

  配布部数 回収部数 回収率 

男性 916 404 44.1% 

女性 1,084 615 56.7% 

性別不明   23   

旧宇和島市地域 1,301 660 50.7% 

旧吉田町地域 268 155 57.8% 

旧三間町地域 149 79 53.0% 

旧津島町地域 282 127 45.0% 

地域不明   21   

20 歳代 167 66 39.5% 

30 歳代 247 100 40.5% 

40 歳代 265 134 50.6% 

50 歳代 324 194 59.9% 

60 歳代 410 226 55.1% 

70 歳以上 587 305 52.0% 

年齢不明   17   

 

 

（（４４））  ググララフフ・・表表のの見見方方  

  

① 回答結果の割合「％」は、有効サンプル数に対してそれぞれの回答数の割合を小数点以下第

２位で四捨五入したものです。そのため、単純回答（回答が１つ）であっても、合計値が 100％

にならない場合があります。 

② 複数回答（回答が２つ以上）の場合、回答は、選択肢ごとの有効回答数に対してそれぞれの

割合を示しています。そのため、合計が 100％・サンプル数を超えることがあります。 

③ 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されなかったもの、または回答の

判別が困難なものです。 

④ 調査結果に平成 19 年度調査との経年比較のグラフを掲載しています。 

■■  配配布布・・回回収収結結果果                                                          単単位位：：部部  

■■  配配布布・・回回収収結結果果                                                          単単位位：：部部  
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19.0
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39.0

34.0
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37.0

27.6

16.1

21.7

35.6

30.5

35.2

27.4

34.8

19.0

28.5

26.8

40.6

28.7

17.2

21.0

18.0

43.2

55.0

51.4

34.8

39.6

29.5

35.2

19.6

50.9

44.2

39.4

18.5

12.2

9.1

5.0

7.5

9.9

2.8

7.3

4.3

3.9

4.5

3.4

3.9

6.0

7.8

7.8

7.0

8.3

9.0

8.4

8.6

8.3

1.8

2.1

0.7

1.1

3.7

4.7

3.7

3.3

6.1

6.2

1.6

1.2

0.8

1.1

1.2

3.9

3.3

2.5

1.6

1.2

8.0

7.0

6.5

7.7

7.8

7.6

7.5

女性の人権問題

子どもの人権問題

高齢者の人権問題

障がいのある人の人権問題

同和問題

アイヌの人々の人権問題

外国人の人権問題

感染症患者など（HIVやハンセン病など）の人権問題

刑を終えて出所した人の人権問題

犯罪被害者の人権問題

インターネットによる人権問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者などに関する人権問題

性的マイノリティ（同性愛や性同一性障がい）に関する人権問題

ホームレスの人々の人権問題

人身取引の人権問題

災害・事故などによる風評被害による人権問題

関心がある やや関心がある あまり関心がない

自分には関係ない 関わりたくない 不明・無回答

 

２２．．調調査査結結果果  

 

 

 

問問１１  人人権権問問題題にに関関すするる次次ののアア～～タタににつついいてて、、関関心心ががああるるかかなないいかか

ああななたたののおお考考ええにに最最もも近近いいののははどどれれでですすかか。。（（アア～～タタののそそれれぞぞれれ

ににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

  

 子ども、高齢者、障がい者、拉致被害者、風評被害などの分野で関心が高くなっています。 

 

 

 

人人権権問問題題にに関関すするる意意識識やや考考ええ方方ににつついいてて  

サンプル数：1,042 

単位：％ 
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問問２２  ああななたたはは、、最最近近（（過過去去３３年年程程度度））、、自自分分のの人人権権がが侵侵害害さされれたたとと

思思っったたここととははあありりまますすかか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 自分の人権が侵害されたと思ったことがあるかたずねたところ、「ある」が 15.4％、「ない」

が 77.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.3

66.3

12.7

1.8

15.4

77.4

7.2

0 25 50 75 100

ある

ない

わからない

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

※Ｈ24（今回調査）には「わからない」の設問なし

160 

 

807 

 

 

 

75 
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13.3

13.3

19.0

16.8

3.5

6.6

8.8

49.1

39.4

0.0

14.4

14.4

16.9

6.3

5.0

16.3

22.5

6.3

3.1

11.9

6.3

1.9

9.4

39.4

23.1

9.4

0.6

0 25 50 75 100

学歴・出身校

職業

収入・財産

病院・施設などにおける虐待

ドメスティック・バイオレンス

公務員による不当な扱い

学校・職場などにおけるいじめ

ストーカー

セクシャル・ハラスメント

性別の違いによる差別的な扱いや言動

出身地による差別

国籍の違いによる差別

障がいなどによる差別的な扱いや言動

　　性別、出身地、国籍、障がいなどによる

差別的な扱いや言動

　あらぬ噂やかげ口などによる名誉・信用の

侵害

プライバシーの侵害

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

住民用（1,042） 生徒用（486）

 

 

問問２２－－１１  問問２２でで「「１１．．ああるる」」とと回回答答さされれたた方方ににおおたたずずねねししまますす。。

そそのの内内容容ははどどののよよううななももののででししたたかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 「ある」と回答された方に内容をたずねたところ、「あらぬ噂やかげ口などによる名誉・信用

の侵害」が 39.4％で最も多く、次いで、「プライバシーの侵害」が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 

23 

 

27 

10 

 

8 

26 

36 

10 

5 

19 

10 

3 

15 

 

63 

37 

15 

1 

サンプル数： 

Ｈ19（384）Ｈ24（160） 

※Ｈ19（前回調査）には「学歴・出身校」、「職業」、「収入・財産」、「性別の違いによる差別的な扱いや言動」、「出

身地による差別」、「国籍の違いによる差別」、「障がいなどによる差別的な扱いや言動」、「不明・無回答」の設問な

し、Ｈ24（今回調査）には「性別、出身地、国籍、障がいなどによる差別的な扱いや言動」の設問なし 
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問問３３  ああななたた自自身身のの人人権権がが侵侵害害さされれたたとときき、、どどののよよううなな対対応応ををししまま

すすかか。。ままたたはは、、ししままししたたかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 人権が侵害されたとき、どのような対応をするかたずねたところ、「家族に相談する」が

59.3％で最も多く、次いで、「友だち・同僚に相談する」が 38.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

401 

618 

127 

85 

144 

119 

171 

165 

22 

244 

133 

19 

101 

17.3

38.2

4.3

1.7

6.9

5.8

5.0

5.4

0.6

13.3

8.8

0.0

7.0

38.5

59.3

12.2

8.2

13.8

11.4

16.4

15.8

2.1

23.4

12.8

1.8

9.7

0 25 50 75 100

友だち・同僚に相談する

家族に相談する

親戚に相談する

職場の上司に相談する

人権擁護委員・民生委員に相談する

弁護士に相談する

警察に相談する

公共機関に相談する

民間団体に相談する

自分で解決する

何もしない、我慢する

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）
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5.6

43.6

12.1

15.8

47.9

18.3

37.8

25.3

11.4

29.1

15.8

17.7

17.3

24.6

27.8

29.4

5.6

43.8

15.2

31.5

44.3

17.8

33.7

19.1

26.5

30.4

14.3

3.1

15.1

4.7

4.1

7.4

5.4

6.5

18.4

18.9

19.7

10.7

7.0

9.9

4.6

6.3

36.8

6.0

5.9

6.7

6.1

6.0

5.6

3.3

3.6

6.0

5.6

5.3

差別の原因には、差別される人の側に問題があることが多い

あらゆる差別をなくすためには、行政は努力する必要がある

差別だという訴えを、いちいち取り上げていたらきりがない

差別は法律で禁止する必要がある

六曜（大安、仏滅、友引など）を気にする習慣は差別につながらない

数年前と比べて市民の人権への関心は高くなっている

差別がなくなることはない

貧困層の増加や格差の拡大が差別を生み出している

自分は差別者だと思うことがある

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

問問４４  一一般般的的にに「「差差別別」」とといいううももののににつついいてて、、ああななたたののおお考考ええにに最最

もも近近いいののははどどれれでですすかか。。（（アア～～ケケののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつ

ずずつつ））  

 

 差別についての考えをたずねたところ、「六曜（大安、仏滅、友引など）を気にする習慣は差

別につながらない」という考えが多く、習慣やしきたりにおいては差別との関係性がないととら

えている傾向が強くなっています。 

 

 

サンプル数：1,042 

単位：％ 
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16.1

4.8

31.8

5.9

21.8

23.5

7.6

29.5

11.0

30.5

4.5

32.9

30.7

23.2

25.4

24.9

11.8

8.6

21.8

5.0

20.1

9.3

18.4

13.7

29.1

4.8

32.5

9.7

57.6

5.1

6.0

5.8

5.1

5.6

2.1

3.8

自分には他の人にないよい点があると思う

自分のことが好きではない

どんな時でも自分を受け入れ、認めてくれる人がいる

自分は何をやってもだめな人間だと思うことがある

現在、自分の生活は充実していると思う

家の中や職場に自分の居場所がないような気がする

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

問問５５  ああななたたがが、、自自分分自自身身ををどどののよよううにに思思っってていいるるかかをを、、あありりののまま

ままおお答答ええくくだだささいい。。（（アア～～カカののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 自分自身をどのように思っているかたずねたところ、「どんな時でも自分を受け入れ、認めて

くれる人がいる」、「現在、自分の生活は充実していると思う」と考えている人が多くなっていま

す。 

 

 

 

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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問問６６  結結婚婚相相手手をを考考ええるる際際にに、、気気ににななるるこことと（（ななっったたこことと））ははどどのの

よよううななここととでですすかか。。ああななたたごご自自身身のの結結婚婚のの場場合合とと、、おお子子ささんんのの

結結婚婚ととのの場場合合にに分分けけ、、気気ににななるる項項目目をを選選んんででくくだだささいい。。おお子子ささ

んんががいいなないい場場合合はは、、いいるるとと仮仮定定ししてておお答答ええくくだだささいい。。（（○○ははいいくく

つつででもも））  

 

 結婚相手を考える際に気になることをたずねたところ、自身の場合とお子さんの場合ともに

「人柄、性格」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人柄、性格 

趣味や価値観 

仕事に対する相手の理解と協力 

家事や育児の能力や姿勢 

経済力 

学歴 

職業 

家柄 

離婚歴 

国籍、民族 

相手やその家族に 

障がいのある人がいるかどうか 

相手やその家族の宗教 

家族構成 

同和地区出身者かどうか 

その他 

とくに気になる（気になった） 

ことはない 

不明・無回答 

 

86.1

33.9

43.7

37.9

58.8

12.3

30.6

13.6

20.1

15.0

15.3

22.1

20.6

16.6

1.4

10.0

6.0

0 25 50 75 100

単位：％

86.7

42.9

39.5

27.4

47.7

7.7

21.2

10.2

13.2

12.3

9.3

17.9

13.4

14.4

0.8

13.7

4.9

0255075100

サンプル数：1,042

■■ああななたた自自身身のの場場合合                                ■■ああななたたののおお子子ささんんのの場場合合  

903 

447 

412 

285 

497 

80 

221 

106 

138 

128 

97 

186 

140 

150 

8 

143 

51 

897  

353 

455 

395  

613 

128 

319 

142 

209 

156 

159 

230 

215 

173 

15 

1,104 

62 



 

 10 

 

 

問問７７  ああななたたはは今今ままででにに、、高高齢齢者者・・障障ががいい者者・・配配偶偶者者・・子子どどももななどど

にに対対すするる暴暴力力やや虐虐待待のの問問題題ににつついいてて体体験験ししたたりり、、見見聞聞ききししたたここ

ととははあありりまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 暴力や虐待の問題について体験したり見聞きしたことをたずねたところ、「テレビや雑誌など

のメディアで見聞きした」が 79.8％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問８８  問問７７でで見見聞聞ききししたたここととががああるるののいいずずれれかかにに○○ををつつけけたた方方ににおお

ううかかががいいししまますす。。誰誰にに対対すするる暴暴力力やや虐虐待待のの問問題題ででししたたかか。。（（○○はは

いいくくつつででもも））  

 

 誰に対する暴力や虐待の問題かをたずねたところ、「子どもに対する暴力・虐待」が 73.5％

で最も多く、次いで、「配偶者や恋人などに対する暴力・虐待」が 57.0％となっています。 

 

 

 

 

79.8

15.4

17.5

5.0

2.5

0.9

8.5

7.5

0 25 50 75 100

テレビや雑誌などのメディアで見聞きした

講演会や勉強会などで学習した

地域や近所で実際にあった、もしくはうわさ

を聞いた

暴力や虐待を受けたことがある

暴力や虐待をしてしまったことがある

その他

見聞きしたことはない

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

57.0

73.5

23.2

43.4

2.6

7.7

0 25 50 75 100

配偶者や恋人などに対する暴力・虐待

子どもに対する暴力・虐待

障がいのある人に対する暴力・虐待

高齢者に対する暴力・虐待

その他

不明・無回答

単位：％サンプル数：884

831 

160 

182 

52 

26 

9 

89 

78 

504 

650 

205 

384 

23 

68 
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56.9

41.5

55.8

49.8

29.8

22.6

44.8

35.8

1.4

6.7

0 25 50 75 100

法律や制度の見直しを行う

  メディアや広報により、人権尊重や暴力を

許さない意識の啓発を行う

  家庭や学校における人権についての教育を

充実させる

地域の中で身近に相談できる窓口を開設する

など、相談体制を整える

被害者保護事業をさらに充実させる

加害者更生の取組を強化する

高齢者や子どもの見守り活動を行うなど、地

域支援体制を整備する

過激な内容のビデオソフト、ゲームソフトな

どの販売や貸出を制限する

その他

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

 

 

問問９９  ああななたたはは次次のの法法律律をを知知っってていいまますすかか。。（（アア～～エエののそそれれぞぞれれににつつ

いいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 法律の認知度をたずねたところ、「児童虐待防止法」や「配偶者暴力防止法（DV防止法）」に

おいては認知度が高くなっており、「高齢者虐待防止法」や「障害者虐待防止法」については、

認知度が約１割と少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 1100  ああららゆゆるる暴暴力力やや虐虐待待のの問問題題にに対対ししてて、、どどののよよううなな取取組組がが必必要要

だだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 暴力や虐待の問題に対してどのような取組が必要かをたずねたところ、「法律や制度の見直し

を行う」が 56.9％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

593 

432 

581 

519 

311 

236 

467 

373 

15 

70 

17.7

20.1

12.4

8.9

55.0

58.1

42.1

32.3

14.6

8.6

29.2

40.6

12.8

13.2

16.3

18.1

配偶者暴力防止法（DV防止法）

児童虐待防止法

高齢者虐待防止法

障害者虐待防止法

おおよその内容も知っている 法律があることだけ知っている

知らない 不明・無回答

サンプル数：1,042 

単位：％ 
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28.4

16.1

41.8

13.7

26.7

68.8

28.4

25.1

29.8

19.9

30.4

18.3

22.1

20.2

16.5

37.4

26.8

9.2

12.9

4.7

8.6

6.0

1.9

7.0

19.6

14.8

3.8

4.9

6.0

4.8

5.6

5.2

1.2

2.4

4.6

6.3

女性が仕事をするのはよいが、家事・育児はきちんとすべきだ

労働する上で、男女で格差や賃金に差があるのは、しかたがない

夫婦がお互いの親を介護するのは当然だ

女性にとっての幸福は結婚して、子どもを育てることだ

男性の育児休業や介護休業を積極的にとるべきだ

女性が一人で子育てをするのは大変だ

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

問問 1111  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～カカののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 女性の人権問題についてたずねたところ、「女性が一人で子育てをするのは大変だ」、「夫婦が

お互いの親を介護するのは当然だ」という考えが多くなっています。 

女女性性のの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 



 

 13 

 

 

問問 1122  ああななたたはは、、男男女女がが社社会会ののああららゆゆるる分分野野でで平平等等ににななるるたためめにに、、

特特にに重重要要とと思思わわれれるるののはは何何でですすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 男女が平等になるために重要と思われるものをたずねたところ、「結婚、出産、育児、介護に

かかわらず、女性が仕事を続けられる環境をつくる」が 75.3％で最も多くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

330 

785 

620 

 

421 

384 

402 

 

 

 

15 

60 

30.7

71.4

34.4

25.0

7.3

40.2

23.3

11.2

3.4

0.0

2.8

31.7

75.3

59.5

40.4

36.9

38.6

1.4

5.8

0 25 50 75 100

男女平等の考えに基づいた教育・啓発活動を　

推進する

結婚、出産、育児、介護にかかわらず、女性が

仕事を続けられる環境をつくる

職場において、性別に関係なく個性・能力を発揮

し活躍できる体制をつくる

企業が採用や昇進などにおいて、男女の扱いを

平等にする

女性に対する犯罪の取締りや罰則を強化する

女性が相談しやすい窓口の体制づくりを推進する

男女がともに社会の担い手として、慣習やしきた

りの見直しを行う

政策、方針決定の場へ、男女が平等に参画する

マスコミ等が紙面、番組、広告など女性を商品化

する風潮を広める

わからない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

H19（1,174）Ｈ24（1,042）

※H19（前回調査）には「職場において、性別に関係なく個性・能力を発揮し活躍できる体制をつくる」の設

問なし、Ｈ24（今回調査）には「企業が採用や昇進などにおいて、男女の扱いを平等にする」、「政策、方針決

定の場へ、男女が平等に参画する」、「マスコミ等が紙面、番組、広告など女性を商品化する風潮を広める」、「わ

からない」の設問なし 
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14.7

8.6

54.3

12.1

52.3

37.1

13.3

14.3

28.0

30.6

30.0

34.9

31.9

34.0

9.9

39.1

11.7

17.0

16.4

14.1

1.5

7.2

0.4

3.3

18.4

23.8

5.1

5.3

5.2

1.0

2.5

0.9

4.7

5.3

6.0

5.2

どんな場合であっても、教師が生徒に体罰を加えることは

許されないことだ

いじめは、いじめられる側にも問題がある

少年犯罪の罰則を厳しくする必要がある

子どもは親の助言や意見に従うべきだ

児童虐待を見聞きしたら、他人といえども関係機関に通報すべきだ

最近の子どもたちは、塾や習い事、部活動などで忙しすぎて余裕がない

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

問問 1133  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～カカののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 子どもの人権問題についてたずねたところ、「児童虐待を見聞きしたら、他人といえども関係

機関に通報すべきだ」という考えが多くなっており、児童虐待を許さないという子どもの人権に

対する強い意識がみられます。また、「少年犯罪の罰則を厳しくする必要がある」という法的整

備への関心も高くなっています。 

 

子子どどもものの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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問問 1144  子子どどもものの人人権権がが守守らられれるるたためめにに、、特特にに必必要要ななここととははどどののよようう

ななここととだだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 子どもの人権が守られるために特に必要なことをたずねたところ、「自分を大切にし、他人を

思いやる心を持った子どもを育てる」が 75.8％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.1

78.8

18.9

16.9

58.0

26.2

32.3

1.4

0.0

1.5

34.6

19.8

36.6

61.5

48.7

75.8

45.0

34.8

56.6

46.9

47.7

1.7

3.6

0 25 50 75 100

相談機能を充実させる

人権を守るための啓発活動を推進する

大人の人権意識を高める

家庭内の人間関係を安定させる

子どもの思いや考えが大切にされるなど、

子どもの個性や自主性を尊重する

自分を大切にし、他人を思いやる心を持った

子どもを育てる

学校において、いじめ防止の取組を強化する

教師に対する研修を充実する

家庭、学校、地域の連携を強め、社会全体で

子どもを育てる

児童虐待や性犯罪など、子どもが被害者とな

る犯罪の取締りや罰則を強化する

子ども自身が安心して話ができる相談体制を

整える

わからない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

361 

206 

381 

641 

507 

790 

469 

363 

590 

489 

497 

 

18 

37 

※Ｈ19（前回調査）には「相談機能を充実させる」、「人権を守るための啓発活動を推進する」、「大人の人権意

識を高める」、「家庭内の人間関係を安定させる」の設問なし、Ｈ24（今回調査）には「わからない」の設問な

し 
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18.7

24.8

9.8

11.3

43.1

31.9

27.2

38.8

17.9

23.1

39.4

39.6

32.6

24.6

42.7

30.3

11.2

19.1

8.3

2.8

13.2

14.6

0.9

1.4

6.0

10.6

13.8

0.5

7.2

7.1

5.8

6.8

2.0

0.9

4.9

7.1

わたしたちの住んでいるまちや建物のつくりは高齢者に対する配慮に

欠けている

高齢者が社会参加できる場を増やすべきだ

「老いては子に従う」べきだ

施設などに両親を入所させることに抵抗を感じる

近くに高齢者のみの世帯があれば、声をかけるなど配慮するべきだ

幅広い分野で、高齢者と他の世代との交流を促進するべきだ

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

問問 1155  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～カカののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 高齢者の人権問題についてたずねたところ、「近くに高齢者のみの世帯があれば、声をかける

など配慮するべきだ」、「幅広い分野で、高齢者と他の世代との交流を促進するべきだ」という考

えが多くなっており、高齢者に対しては、地域における見守りや交流といった取組が大切である

と考えられています。 

 

 

 

 

高高齢齢者者のの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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64.1

31.9

52.5

21.8

51.4

19.3

4.5

0.0

2.0

61.2

32.0

46.6

51.2

26.7

44.5

1.7

7.0

0 25 50 75 100

　高齢者が能力や知識、経験を生かして活躍

できるよう、就業機会、生涯教育やボラン

ティア活動の機会を増やす

　　高齢者問題に対する理解と関心を深める

教育・啓発活動を推進する

　　幅広い分野で高齢者と他の世代の交流を

促進する

高齢者虐待の背景にある経済的問題や介護の

知識不足などに対する施策を充実する

高齢者に対する虐待などの防止策を徹底する

建物や道路の段差を解消するなど、自立して

生活しやすい環境整備を進める

高齢者のための人権相談体制を充実する

　判断能力が十分でない高齢者などの財産や

権利を守るためのサービスを充実する

わからない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

H19（1,174）Ｈ24（1,042）

 

 

問問 1166  高高齢齢者者のの人人権権がが守守らられれるるたためめにに、、特特にに必必要要ななここととははどどののよようう

ななここととだだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 高齢者の人権が守られるために特に必要なことをたずねたところ、「高齢者が能力や知識、経

験を生かして活躍できるよう、就業機会、生涯教育やボランティア活動の機会を増やす」が

61.2％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

638 

333 

 

486 

 

534 

278 

464 

 

18 

73 

※Ｈ19（前回調査）には「高齢者虐待の背景にある経済的問題や介護の知識不足などに対する施策を充実する」、

「判断能力が十分でない高齢者などの財産や権利を守るためのサービスを充実する」の設問なし 

Ｈ24（今回調査）には「幅広い分野で高齢者と他の世代の交流を促進する」、「高齢者に対する虐待などの防止

策を徹底する」、「わからない」の設問なし 
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25.4

29.8

10.7

10.0

30.4

2.7

31.4

33.4

15.8

19.5

37.9

31.4

25.7

48.6

48.5

17.9

27.7

3.4

3.2

10.1

7.5

4.5

17.4

7.0

7.2

40.5

6.5

7.8

7.4

8.2

3.6

2.1

1.4

1.7

7.5

6.3

障がいのある人を見かけたら、何をおいても手助けするのは当然だ

障がいのある子どもも、本人が希望すれば校区の学校に通うべきだ

障がいのある人が雇用や賃金で差があるのはおかしい

自分の子どもが障がいのある人と恋愛や結婚をすることには反対だ

建物の階段や道路の段差など障がいのある人に配慮した施設が少なく、

不便が多い

障がい者施設が近隣に建設されるのは困る

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

問問 1177  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～カカののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 障がいのある人の人権問題についてたずねたところ、「建物の階段や道路の段差など障がいの

ある人に配慮した施設が少なく、不便が多い」、「障がいのある子どもも、本人が希望すれば校区

の学校に通うべきだ」という考えが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障障ががいいののああるる人人のの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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問問 1188  障障ががいいののああるる人人のの人人権権がが守守らられれるるたためめにに、、特特にに必必要要ななここととはは

どどののよよううななここととだだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 障がいのある人の人権が守られるために必要なことをたずねたところ、「障がいのある人が仕

事に就く場所や機会をつくる」が 69.1％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

627 

416 

720 

 

 

454 

311 

 

351 

337 

296 

 

11 

69 

57.1

40.5

65.1

14.7

13.4

41.5

22.7

2.8

0.0

2.6

60.2

39.9

69.1

43.6

29.8

33.7

32.3

28.4

1.1

6.6

0 25 50 75 100

障がいのある人の個々のニーズに合った、  

保険・医療・福祉サービスを充実する

障がいのある人に対する理解と関心を深める

教育・啓発活動を推進する

障がいのある人が仕事に就く場所や機会を  

つくる

障がいのある人に対する虐待などの防止策を

徹底する

障がいのある人や家族・支援者のための相談

体制を充実する

障がいのある人のための人権相談体制を　

充実する

公共的施設の段差解消やテレビやラジオなど

の情報習得について、ユニバーサルデザイン

を取り入れた社会環境の整備を推進する

　建物の階段や道路の段差を解消するなど、

社会環境の整備を進める

スポーツや文化活動などに参加しやすくする

障がいのある人との交流を促進する

障がいのある人の財産や権利を守るための

制度を整備する

わからない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

Ｈ19（前回調査）には「障がいのある人や家族・支援者のための相談体制を充実する」、「公共的施設の段差解消やテレ

ビやラジオなどの情報習得について、ユニバーサルデザインを取り入れた社会環境の整備を推進する」、「スポーツや文

化活動などに参加しやすくする」、「障がいのある人の財産や権利を守るための制度を整備する」の設問なし、Ｈ24（今

回調査）には「障がいのある人に対する虐待などの防止策を徹底する」、「障がいのある人のための人権相談体制を充実

する」、「建物の階段や道路の段差を解消するなど、社会環境の整備を進める」、「わからない」の設問なし 
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問問 1199  ああななたたはは、、宇宇和和島島市市にに同同和和地地区区とと呼呼ばばれれてていいるる地地域域ががああるるとと

思思いいまますすかか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 同和地区と呼ばれている地域があると思うかをたずねたところ、「ある」が 74.3％で最も多

く、次いで、「わからない」が 18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査時の設問 

「あなたは、あなたの住んでいる地域（旧市町）に部落差別を受けている地区があると思いますか」 

 

問問 2200  ああななたたはは同同和和問問題題ににつついいてて、、初初めめてて知知っったたののははいいつつごごろろでですす

かか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 同和問題について初めて知ったのはいつごろかをたずねたところ、全体では、「６歳～12 歳

未満」が 40.0％で最も多く、次いで、「12歳～15歳未満」が 24.7％となっています。 

同同和和問問題題ににつついいてて  

3.2

39.9

23.2

7.6

11.3

9.8

1.3

3.7

3.7

40.0

24.7

6.8

10.5

8.8

1.3

4.1

0 25 50 75 100

６歳未満

６歳～１２歳未満

１２歳～１５歳未満

１５歳～１８歳未満

１８歳以上

おぼえていない

知らない

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

774 

23 

197 

48 

39 

417 

257 

71 

109 

92 

14 

43 

32.9

27.7

36.4

3.1

74.3

2.2

18.9

4.6

0 25 50 75 100

ある

ない

わからない

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）



 

 21 

 

問問 2211  そそれれははどどののよよううににししてて知知りりままししたたかか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 同和問題はどのように知ったかをたずねたところ、「学校の授業で聞いた」が 28.7％で最も

多く、次いで、「家族や親戚から聞いた」が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 2222 ああななたたはは同同和和地地区区のの人人たたちちにに対対すするる差差別別発発言言やや就就職職時時やや職職場場

ででのの不不公公平平なな扱扱いい、、身身元元調調査査、、イインンタターーネネッットトをを利利用用ししたた差差別別

書書きき込込みみななどど差差別別的的なな言言動動をを見見聞聞ききししたたここととががあありりまますすかか。。（（○○

はは１１つつだだけけ））  

 

 差別的な言動を見聞きしたことがあるかをたずねたところ、「ない」が 67.1％、「ある」が

24.1％となっています。 

 

 

 

27.3

7.5

3.1

11.9

25.8

1.8

2.0

5.4

9.7

0.9

3.2

27.6

7.9

3.5

10.4

28.7

1.2

1.2

2.4

8.2

1.0

8.0

0 25 50 75 100

家族や親戚から聞いた

近所の人から聞いた

職場の人から聞いた

学校の友人から聞いた

学校の授業で聞いた

新聞・雑誌・本・インターネットなどで知った

テレビ・ラジオ・映画などで知った

研修会や講演会で聞いた

おぼえていない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

45.7

47.7

6.6

24.1

67.1

8.8

0 25 50 75 100

ある

ない

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

288 

82 

36 

108 

299 

13 

13 

25 

85 

10 

83 

251 

699 

92 

※前回調査時の設問 

「あなたは同和地区の人々に対す

る差別的な言動を見聞きしたことが

ありますか」 
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18.8

2.4

42.0

24.4

5.4

7.0

19.5

4.4

5.2

38.2

19.5

10.8

2.4

0 25 50 75 100

差別と気づき、誤りを指摘した

差別と気づき、他の人に指摘してもらうよう

頼んだ

公共機関に相談した

差別と気づいたが、誤りを指摘できなかった

その時は差別と気づかなかった

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（537）Ｈ24（251）

※Ｈ19（前回調査）には

「公共機関に相談した」の

設問なし

11.7

5.9

12.2

20.3

14.9

18.4

12.0

21.5

26.7

21.3

28.9

32.4

40.3

32.2

41.1

15.1

14.8

8.4

4.0

7.3

19.0

28.3

8.9

7.7

7.7

6.9

6.6

8.6

9.0

7.8

部落差別はいけないことだが、自分とは関係のない話だ

同和地区の人たちと、深く関わることにはためらいを感じる

今まで、差別されてきた同和地区の人たちの思いを考えれば、差

別について 厳しく追求するのも理解できる

部落差別を許さない態度を身につけることは、他の人権問題にも

プラスになる

同和地区の人たちは、「差別、差別」と言って、被害者意識が強

すぎる

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

問問 2222－－11  「「１１..ああるる」」とと答答ええたた方方ににおお聞聞ききししまますす。。そそのの時時ああななたたはは、、

どどううししままししたたかか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 見聞きしたことがある方にその時の対処法をたずねたところ、「差別と気づいたが、誤りを指

摘できなかった」が 38.2％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 2233  同同和和問問題題ににつついいてて、、次次ののよよううなな意意見見ががあありりまますすがが、、ああななたたはは

どどののよよううにに思思いいまますすかか。。（（アア～～オオののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつ

ずずつつ））  

 

 同和問題についてどのように思うかをたずねたところ、「部落差別を許さない態度を身につけ

ることは、他の人権問題にもプラスになる」という考えが多くなっており、また、「同和地区の

人たちと、深く関わることにためらいを感じる」という考えに反対する人が多くなっています。 

 

 

 

 

単位：％ 

サンプル数：1,042 

49 

11 

13 

96 

49 

27 

6 
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問問 2244  仮仮にに、、ああななたたののおお子子ささんん（（おお子子ささんんががいいなないい場場合合はは、、いいるるとと

仮仮定定ししてておお答答ええくくだだささいい））のの結結婚婚ししよよううととすするる相相手手がが、、同同和和地地

区区出出身身だだととわわかかっったた場場合合ににつついいてておお聞聞ききししまますす。。（（アア、、イイののそそれれ

ぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 子どもの結婚しようとする相手が同和地区出身だとわかった場合についてたずねたところ、

親・身近な人ともに「迷いながらも、結局は賛成する」が最も多くなっています。 

 

アア．．ああななたたはは親親ととししてて、、どどののよよううなな態態度度ををととるるとと思思いいまますすかか。。  

6.0

16.1

32.7

12.7

27.8

4.8

5.6

23.4

41.4

13.1

10.0

6.6

0 25 50 75 100

頭から、とんでもないと反対する

迷いながらも、結局は反対する

迷いながらも、結局は賛成する

ためらうことなく、賛成する

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

 

イイ．．ああななたたのの身身近近なな人人はは、、どどののよよううなな態態度度ををととるるとと思思いいまますすかか。。  

 

58 

244 

431 

136 

104 

69 

149 

308 

378 

59 

56 

92 

14.7

22.0

23.5

4.5

29.1

6.1

14.3

29.6

36.3

5.7

5.4

8.8

0 25 50 75 100

頭から、とんでもないと反対する

迷いながらも、結局は反対する

迷いながらも、結局は賛成する

ためらうことなく、賛成する

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）
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22.4

23.4

5.1

24.1

8.4

24.7

16.9

19.5

26.0

8.9

28.1

14.0

27.9

12.1

21.0

32.1

44.6

28.3

40.9

30.7

43.5

13.1

12.4

8.3

4.9

17.2

4.7

19.4

6.0

18.1

4.5

12.3

6.8

9.6

9.6

9.3

9.2

10.4

4.1

4.1

3.0

10.3

学校で教えたりせずに、そっとしておけば自然になくなる

同和地区の人たちが安定した仕事につく

同和地区の人たちが、もっと積極的に差別の不当性を訴えて、人々に働きかける

市民一人ひとりが、もっと人権意識にめざめ、差別を許さない態度と

行動力を身につける

同和地区の人たちが、分散して住む

同和地区と周辺地域の人たちが交流を深め、差別のない「まちづくり」を進める

差別を法律で禁止する

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

問問 2255  ももしし、、ああななたたがが、、家家をを購購入入ししたたりり、、ママンンシショョンンをを借借りりたたりりすす

るるななどど住住宅宅をを選選ぶぶ際際にに、、同同和和地地区区やや同同和和地地区区とと同同じじ小小学学校校区区にに

ああるる物物件件はは避避けけるるここととががああるるとと思思いいまますすかか。。（（○○はは 11 つつだだけけ））  

 

 同和地区や同じ小学校区にある物件は避けることがあると思うかをたずねたところ、「同和地

区は避けるが、同じ小学校区にある物件は避けないと思う」が 39.8％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 2266  同同和和問問題題をを解解決決すするるたためめにに、、次次ののよよううなな意意見見ががあありりまますすがが、、

ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。（（アア～～キキののそそれれぞぞれれににつついいてて、、

○○はは１１つつずずつつ））  

 

 同和問題を解決するための意見についてどのように思うかをたずねたところ、「同和地区と周

辺地域の人たちが交流を深め、差別のない「まちづくり」を進める」、「市民一人ひとりが、もっ

と人権意識にめざめ、差別を許さない態度と行動力を身につける」が多くなっています。 

 

 

15.5

39.8

37.5

7.2

0 25 50 75 100

避けると思う

同和地区は避けるが、同じ小学校区にある

物件は避けないと思う

避けないと思う

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

単位：％ 

サンプル数：1,042 

161 

415 

391 

75 
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10.6

19.3

7.3

13.1

15.3

24.1

12.3

13.5

4.8

38.7

35.4

49.3

40.7

29.7

13.8

7.1

11.6

11.3

20.9

13.6

6.5

11.2

13.1

33.6

8.1

7.6

8.3

8.3

3.2

7.9

不況になると、外国人が真っ先に解雇になるのは仕方がない

外国人でも、生活に困っていれば福祉の対象にするべきだ

日本は外国人労働者の受け入れを制限しすぎだ

公務員への採用に関して、日本人と外国人を区別するのはおかしい

外国人が隣に引越してくるのは困る

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

問問 2277  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～オオののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 外国人の人権問題についてどのように思うかをたずねたところ、「外国人でも、生活に困って

いれば福祉の対象にするべきだ」、「公務員への採用に関して、日本人と外国人を区別するのはお

かしい」という考えが多くなっています。 

外外国国人人のの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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問問 2288  外外国国人人のの人人権権がが守守らられれるるたためめにに、、特特にに必必要要ななここととははどどののよようう

ななここととだだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 外国人の人権が守られるために特に必要なことをたずねたところ、「外国人も、地域社会を支

えている一員であるという理解を広める」が 48.8％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.4

38.2

46.1

35.9

17.6

30.4

1.2

4.7

37.3

47.5

48.8

36.8

25.7

37.3

1.3

10.2

0 25 50 75 100

国際理解・国際協調の精神を養う

日本人と外国人との交流の機会を増やす

外国人も、地域社会を支えている一員である

という理解を広める

不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則

を強化する

外国人のための人権相談体制を充実する

外国人が安心して生活できるように、外国語

でも情報を提供する

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

389 

495 

508 

383 

268 

389 

14 

106 
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10.2

36.2

4.9

39.0

9.2

13.3

29.4

10.0

31.5

21.3

31.2

20.0

33.7

17.3

31.3

14.3

18.2

2.1

15.3

22.3

2.2

23.6

14.3

8.7

8.5

9.6

8.6

3.7

1.5

8.6

感染症は本人の健康管理の問題だ

職場や学校で不利な扱いを受けることは人権侵害だ

店や施設の利用、サービスの提供を拒否されるのは仕方がない

感染症患者や感染症元患者が本名を明かしたくない気持ちはわかる

日常生活では感染しないとわかっていても避けたい

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

問問 2299  次次ののよよううなな意意見見ににつついいてて、、ああななたたははどどののよよううにに思思いいまますすかか。。

（（アア～～オオののそそれれぞぞれれににつついいてて、、○○はは１１つつずずつつ））  

 

 感染症患者などの人権問題についてたずねたところ、「感染症患者や感染症元患者が本名を明

かしたくない気持ちはわかる」、「職場や学校で不利な扱いを受けることは人権侵害だ」という考

えが多くなっており、感染症患者などの人権問題に対する意識が高くなっている一方で、医学的

な誤解や偏見については「どちらともいえない」という回答が多くなっており、正しい知識に基

づいた意識啓発が必要となっています。 

 

感感染染症症患患者者ななどど((HHIIVV、、ハハンンセセンン病病ななどど))のの人人権権問問題題ににつついいてて  

単位：％ 

サンプル数：1,042 
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問問 3300  感感染染症症患患者者ななどどのの人人権権がが守守らられれるるたためめにに、、特特にに必必要要ななここととはは

どどののよよううななここととだだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 感染症患者などの人権が守られるために特に必要なことをたずねたところ、「疾病や感染予防

に関する正しい知識を普及する」が 82.5％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

860 

459 

453 

381 

408 

8 

84 

81.9

45.7

32.5

33.1

32.4

0.2

3.6

82.5

44.0

43.5

36.6

39.2

0.8

8.1

0 25 50 75 100

疾病や感染予防に関する正しい知識を普及する

感染症患者などに対する偏見や差別をなくす

教育・啓発活動を推進する

感染症患者などのプライバシーを保護する

雇用主に対する啓発を充実するなど、安心して

就労できる環境をつくる

感染症患者などのための人権相談・支援体制を

充実する

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）
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問問 3311  イインンタターーネネッットト上上のの人人権権問問題題ににつついいてて、、ああななたたがが問問題題ががああるる

とと思思ううののははどどののよよううななここととでですすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 インターネット上の人権問題についてたずねたところ、「他人へのひどい悪口や差別書き込み、

差別を助長する表現などを掲載する」が 69.7％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.7

31.6

43.0

46.9

40.3

42.2

43.8

27.9

31.5

1.5

9.1

0 25 50 75 100

他人へのひどい悪口や差別書き込み、差別を

助長する表現などを掲載する

捜査対象の未成年の名前・顔写真を掲載する

第三者が無断で他人の電子メールを閲覧する

犯罪を誘発する場となっている出会い系サイト

などがあること

ポルノ画像など有害なホームページがあること

悪質商法によるインターネット取引での被害が

あること

一度流れた情報の訂正や回収が難しい

どこに相談すればよいかわからない

インターネットのことをよく知らない

その他

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

イインンタターーネネッットト上上のの人人権権侵侵害害ににつついいてて  

726 

329 

448 

489 

420 

440 

456 

291 

328 

16 

95 
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問問 3322  災災害害やや事事故故にによよるる風風評評ややデデママにによよるる人人権権侵侵害害ににつついいてて、、どどのの

よよううなな取取組組がが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつででもも））  

 

 風評やデマによる人権侵害についてどのような取組が必要かをたずねたところ、「あらゆる情

報をうのみにせず、一度確かめる習慣をつける」が 73.9％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災災害害・・事事故故ななどどにによよるる風風評評被被害害のの人人権権問問題題ににつついいてて  

770 

460 

568 

155 

431 

382 

14 

64 

73.9

44.1

54.5

14.9

41.4

36.7

1.3

6.1

0 25 50 75 100

あらゆる情報をうのみにせず、一度確かめる

習慣をつける

一人で考えずに、周りの人と話し合ってみる

風評被害で苦しんでいる人の立場になって 

考えてみる

該当地域の農産物などを率先して消費する

食の安全を意識づけるなど、自分自身を守る

力を身につける

正しい知識を身につけられる勉強会・講演会

に参加する

その他

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042
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問問 3333  人人権権ににつついいててのの理理解解をを深深めめるるたためめにに、、宇宇和和島島市市ととししててどどののよよ

ううなな取取組組にに力力をを入入れれるる必必要要ががああるるとと思思いいまますすかか。。（（○○ははいいくくつつでで

もも））  

 

 人権についての理解を深めるためにどのような取組に力を入れる必要があると思うかをたず

ねたところ、「学校や社会において人権教育を充実する」が 63.1％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宇和和島島市市のの人人権権教教育育・・啓啓発発ににつついいてて  

657 

228 

218 

160 

254 

139 

 

198 

 

271 

308 

 

 

21 

121 

50.3

20.5

16.2

5.8

25.8

19.1

21.3

19.4

7.9

15.8

0.7

4.8

63.1

21.9

20.9

15.4

24.4

13.3

19.0

26.0

29.6

2.0

11.6

0 25 50 75 100

学校や社会において人権教育を充実する

人権啓発の広報誌やパンフレットを充実する

テレビやラジオなどを使った啓発活動を行う

　インターネットを活用した啓発活動・情報

提供を充実する

　講演会や討論会、シンポジウム、イベント

などを開催する

ワークショップ形式の研修会・学習会を充実

する

　　参加体験型の学習活動を充実する

人権啓発のための交流事業を促進する

　人権問題を抱える人々との交流事業を実施

する

　市民グループや民間団体が行う啓発活動に

対する支援を充実する

　障がいのある人や高齢者などの疑似体験を

実施する

特に必要な取組はない

わからない

その他

不明・無回答

単位：％

平成19年（前回調査） 平成24年（今回調査）

サンプル数：

H19（1,174）Ｈ24（1,042）

※Ｈ19（前回調査）に

は「ワークショップ形

式の研修会・学習会を

充実する」、「人権啓

発のための交流事業を

促進する」、「障がい

のある人や高齢者など

の疑似体験を実施す

る」の設問なし、Ｈ24

（今回調査）には「参

加体験型の学習活動を

充実する」、「人権問

題を抱える人々との交

流事業を実施する」、

「特に必要な取組はな

い」、「わからない」

の設問なし
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問問 3344  宇宇和和島島市市でではは人人権権をを尊尊重重ししああららゆゆるる差差別別ををななくくすすたためめ、、人人権権

啓啓発発活活動動やや人人権権・・同同和和教教育育をを推推進進ししてていいまますす。。ああななたたははここれれまま

ででにに、、ここののよよううなな講講演演会会やや研研修修会会・・学学習習会会ににどどのの程程度度参参加加ししたた

ここととががあありりまますすかか。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 講演会や研修会・学習会にどの程度参加したことがあるかをたずねたところ、「１度もない」

が 44.3％、「１回～２回」が 25.7％、「３回～５回」が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.4

17.5

13.3

36.5

4.3

25.7

17.1

8.3

44.3

4.6

0 25 50 75 100

１回～２回

３回～５回

６回以上

１度もない

不明・無回答

単位：％

平成19年度（前回調査） 平成24年度（今回調査）

サンプル数：

Ｈ19（1,174）Ｈ24（1,042）

268 

178 

86 

462 

48 
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問問 3355  ああななたたのの性性別別をを選選んんででくくだだささいい。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 性別をたずねたところ、「女」が 59.0％、「男」が 38.8％で、「女」の方が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 3366  ああななたたのの年年齢齢をを選選んんででくくだだささいい。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 年齢をたずねたところ、「70歳以上」が 29.3％で最も多く、次いで、「60歳代」が 21.7％、

「50歳代」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああななたたごご自自身身ののここととををおお聞聞ききししまますす。。  

38.8

59.0

2.2

0 25 50 75 100

男

女

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

6.3

9.6

12.9

18.6

21.7

29.3

1.6

0 25 50 75 100

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

404 

615 

23 

66 

100 

134 

194 

226 

305 

17 
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問問 3377  ああななたたののおお住住ままいいのの地地域域をを選選んんででくくだだささいい。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 居住地域についてたずねたところ、「旧宇和島市地域」が 63.3％で最も多く、次いで、「旧吉

田町地域」が 14.9％、「旧津島町地域」が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 3388  ああななたたのの職職業業をを選選んんででくくだだささいい。。（（○○はは１１つつだだけけ））  

 

 職業についてたずねたところ、「無職」が 29.3％で最も多く、次いで、「正社員・正職員など

の常勤」が 16.1％、「専業主婦・主夫」が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.3

14.9

7.6

12.2

2.0

0 25 50 75 100

旧宇和島市地域

旧吉田町地域

旧三間町地域

旧津島町地域

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

5.4

8.5

5.9

16.1

12.6

15.8

1.0

29.3

3.3

2.2

0 25 50 75 100

事業主・会社経営

農林水産業

公務員

正社員・正職員などの常勤

派遣社員・アルバイト・パートなど

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

不明・無回答

単位：％サンプル数：1,042

660 

155 

79 

127 

21 

56 

89 

61 

168 

131 

165 

10 

305 

34 

23 


